
１ 

    【 ま な び 】 と 【 で あ い 】 の ひ ろ ば 

 

           

       

 
    

編集：たのしいまち編集委員 

発行：多摩市立永山公民館 〠206-0025 多摩市永山 1-5  042(337)6661 FAX042(337)6003   

多摩市立関戸公民館 〠206-0011 多摩市関戸 4-72 042(374)9711 FAX042(339)0491 
 

2 頁〈「公民館通信たのしいまち」ができあがるまで〉 ３頁〈多摩市公民館ホールの紹介、文庫連会員がお勧めする本〉 

４頁〈マンガ、コラムえ・と・せ・と・ら 他〉 

公民館 

通信 
2024 年 

６･７月号 

No.314

 

 

多摩ニュータウン。多様な人材、熱気あふれるコミュ

ニティ。全国から住民が集まった新しいまちだった。し

かし50年過ぎた今、地域の課題は一人暮らしのお年寄

りの増加と地域コミュニティの稀薄化だ。 

 人口減少、少子高齢化、地域コミュニティの支え手不

足等々、学生は授業で学ぶものの自分達の生活とはつな

がらない。一方で地域は若者の発想や行動力を求めてい

る。そこで「多世代交流」と「生活課題に取り組む」を

キーワードに地域と学生をつなぐ取り組みを行ってきた。

まずは大学に近い聖ヶ丘、諏訪で「近隣交流七輪プロジ

ェクト」を始めた。七輪を囲んで持ち寄った食材を焼き

ながら、皆でワイワイ食べるというもの。その後、諏訪

小学校の野菜バザーを駅前商業施設で開催する仕組み

づくり、多世代でおにぎりを握って食べ交流する「みん 

 

 

なの食卓プロジェクト」、多摩市グリーンライブセン

ターでは地域団体と一緒にこども祭り、ハロウィンの

イベント、ウッドクラフト講座を実施。公民館では他

大学のサークルやゼミ活動、地域団体を巻き込んだ“学

園祭”を開催した。八王子市へ活動を広げ「学生企画

事業補助金」を受けて世代間交流サロンを企画・運営。

８年間で60回の活動を行っている。それらの取り組

みは数々の賞を受けている。昨年度からは、補助金に

頼らず持続可能な地域ビジネスを目指して卒業生が起

業した（株）御用聞きの協力のもと、学生達が多摩市

内高齢者の小さなお困り事を解決する取り組みを授業

として行っている。 

 専門は地域社会学。大

学院生時代は山形県櫛引

町「黒川能」が地域住民の

力で 500 年続いているこ

とに魅せられ、しばらく滞

在した。都内の商店街育ち。

「育った町は、映画“ALWAYS三丁目の夕日”の世界

だった」という。人間同士の温かなつながりがあり、支

え合い、世代を超えた学びの場だったのだろう。多摩市

では「学びあい育ちあい推進審議会」「生涯学習推進計

画策定委員会」等に学識経験者として関わった。 

実は10年前の「たのしいまち254号」にゼミの学生

達が登場している。「今は立派な社会人です」と目を細

める。ゼミの経験をもとに仕事でも暮らしでも地域とつ

ながり、地域の担い手となってくれることを願っている

という。定年後は経験を活かし、一住

民として地域と若者をつなぐ役割を果

たしたいそうだ。「多摩市の皆さんと

公民館に心から感謝」という言葉でイ

ンタビューは終わった。 

多摩大学 経営情報学部 教授   梅澤 佳子 さん 

↓カラー版はこちら 
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永山休館日…６月＝６・２０日、７月＝４・1８日駐車場認証はございません 関戸休館日…６月＝３・1７日、７月＝１日 

市民編集委員のお仲間募集中・・・公民館通信「たのしいまち」は、市民ボランティアと一緒に作っています。 

「公民館通信たのしいまち」とは、公民館にゆか
りのある人物の紹介、地域情報や講座・行事の様
子などを掲載し、市民への情報発信を目的に発行
している広報紙です。昭和63年に第１号が発行
され、以来、30年以上に渡って発行してきました。 
そんな「公民館通信たのしいまち」は、毎号、市
民編集委員と公民館職員が一体となって作成・発
行しています。今回は、編集から発行までの流れ
をご紹介します！！ 

 

 

編集会議 

インタビューをする相手や特集

テーマ、全体の紙面構成につ

いて意見を交わしながら紙面

のイメージを膨らませます。 

が、できあがるまで… 

 

 

原稿作成 

インタビューの内容や写真等の

資料を集め、原稿に入れ込みま

す。原稿作成後、印刷をします。 

取材 

インタビューの相手に関する資料や情

報を集め、事前に質問を考えます。ま

た、インタビュー当日に表紙に掲載する

写真を掲載します。 
 

完成・発行 

印刷後、市内の公共施設や

近隣の公民館へ配布します。 
 

「公民館通信たのしいまち」 

編集委員募集中！！ 
 「公民館通信たのしいまち」を一緒に
作ってくれる仲間を随時募集しています。

作成を通して、一緒に公民館を盛り上げ

ませんか？ 

 ご興味のある方、ぜひご連絡ください！ 

多摩市立永山公民館☎042(337)6661 
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印刷サービス 原紙代＝原稿 1 枚 40 円、インク代＝紙 1 枚 0.3 円（印刷用紙はご利用者が持参してください） 

コピーサービス 1 枚１０円（白黒） 9:00～22:00（休館日、年末年始を除く） 

 

 

 

多摩市の公民館には本格的な設備が整った立派

なホールが２か所あります。 

時にはオーケストラ級の演奏会、時には演劇の講演

会、時には市民向けの説明会など、様々な顔を持つ各

ホールの詳細を改めてご紹介します！ 

●ヴィータホール（関戸公民館） 

所在地：関戸 4-72 ヴィータ・コミューネ 8階 

定員：２５０人 

広さ：245 平方メートル 

その他：楽屋、控え室、親

子室 

利用目的：講演会、発表

会、コンサート、演劇、映画、ダンスなど 

主な備品：グランドピアノ（有料）、各種映像、音響、照

明設備、楽器類など 

※原則として、月曜日・金曜日・土曜日・日曜日は劇

場仕様 

※火曜日・水曜日・木曜日（祝日を除く）は平場仕様 

※劇場仕様は発表会等に、平場仕様はダンスなどに

最適です 

●ベルブホール（永山公民館） 

所在地：永山 1-5 ベルブ永山 5階 

定員：198人 

広さ：226 平方メートル 

利用目的：講演会、演劇、

映画、コンサートなど 

主な備品：グランドピアノ

（有料）、各種映像、音響、

照明設備、楽器類など 

その他：楽屋 

 

ホールの使い方や利用方

法などは、公民館までご相

談ください！！（や・ふ） 

『どうぶつがすき』      

パトリック・マクドネル／さく  なかがわ ちひろ／やく あすなろ書房 2011 年 

私は、子どものころから虫が大好きでした。蛹がチョウになったりして心が動く

たびに「じぶんも その なかまに いれてもらえたような きもちに なりま

した。(16 ページ)」 

この絵本は、動物学者ジェーン・グドールの話です。幼い時から動物が大好きで、

大きくなったらアフリカの動物と暮らしたいと祈っています。その夢が叶った描

写に、胸が熱くなりました。動物好きな子どもたちに、是非読んでほしい絵本で

す。         多摩市文庫連絡協議会 科学あそびの会 伊沢尚子 

 

『ぞうくんのあめふりさんぽ』   なかの ひろたか／さく・え 福音館書店 2006 年 

かばくんを散歩に誘うと、「お池の中ならいいよ」といわれ、2匹は池の中を歩

き出します。ところが池はだんだん深くなって、泳げないぞうくんは困ってしま

います。するとかばくんがぞうくんを背中に乗せてくれたのですが、進んでいく

とまたまた池は深くなって……。 

ぞうくんのさんぽシリーズ第 2作。柔らかい絵と簡潔な文章で、子どもたちの想

像力が膨らむ楽しい一冊です。 

多摩市文庫連絡協議会 かしのき文庫 影山健太 

文庫連会員がお勧めする本 
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「たのしいまち」うた みなさまもチャレンジしてみてくださいね。楽しい作品、お待ちしております。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
□たったか走る 

□のんびり歩く 

□しずかに止まって 

□いまは、お休み 

□まってて、お願い 

□ちょっとだけ 

編
集
後
記 

☆
最
近
日
に
日
に
暑
く
な
っ
て
き
て
ほ
ん
と
苦
し
い
で
す
ね
。

今
か
ら
冬
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
終
息
の
見
込
み
の
よ
う
で
、今
年
こ
そ
し
っ

か
り
寒
い
冬
が
待
っ
て
い
る
か
も
！？ 

 
 
 
 
 
 

（
ふ
） 

☆
ニ
ュ
ー
ス
に
も
あ
ま
り
出
ず
、す
っ
か
り
忘
れ
か
け
て
い
た

コ
ロ
ナ
に
先
日
罹
患
。熱
は
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
も
の
の
や
は

り
コ
ロ
ナ
は
辛
か
っ
た
・
・
・
。
自
分
自
身
の
体
力
を
高
め
る

た
め
最
近
ジ
ム
に
通
い
始
め
た
。
ま
だ
30
歳
前
で
は
あ
る
が
、

全
然
走
れ
な
く
な
っ
て
お
り
最
近
身
体
に
ガ
タ
が
き
て
い
る
な

ぁ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
や
） 

☆
や
た
ら
仙
台
か
ら
帰
っ
て
来
る
末
娘
。よ
も
や
仕
事
に
行
き

詰
ま
っ
た
か
？ 

い
や
い
や
、
い
つ
も
に
こ
や
か
な
彼
氏
と
仲

良
くado

の
ラ
イ
ブ
に
行
っ
た
り
。
今
日
は
う
ち
で
「
お
嬢
さ

ん
を
下
さ
い
！
」
の
流
れ
に
。
ひ
ぇ
〜
、
ど
う
し
よ
う
。
幸
せ

が
音
立
て
て
押
し
寄
せ
て
来
る
ー
♪ 

             (

楽) 
☆
10
年
間
、
お
会
い
し
た
か
っ
た
先
生
だ
っ
た
。
感
動
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 青年海外協力隊員として、太平洋に浮かぶ小さな島

国・パラオの小学校に派遣されて 10 か月。今回は、

「先生の日」についてお伝えしたい。 

 パラオでは、去る５月 17 日が「先生の日」として

定められ、先生に感謝の気持ちを伝えるための取り組

みが、全国各地で行われた。私の配属先のアイメリー

ク小学校では、おもしろい取り組みばかり。まず、「先

生の日」ではなく、「先生の週」へと変更。その 1 週

間は、生徒達が毎日異なったテーマの服装を着て、学

校中を盛り上げる。月曜日は、「スターのような恰好

をして、先生を喜ばせよう」、火曜日は「好きなお菓子

の色のＴシャツを着て、そのお菓子を先 

生にあげよう」。水曜日は「面白い恰好 

をして先生を笑わせよう」のテーマのも 

と、片方だけ靴下を履いて来たり、髪の 

毛をヘンテコな形で結んだり、Ｔシャツ 

を表裏さかさまで着たりと、個性様々。 

木曜日は「好きな先生に似た服装で来よう」。果して、

これが先生への感謝を表しているのだろうか…？と思

いながらも、毎日生徒達のおもしろいアイデアが爆発

し、とても楽しい日々を送らせてもらった。そして、

最終日は「服装自由。先生達に最高のご馳走を持って

来よう」の日。朝から巨大なケーキが４つ職員室に届

き、生徒達（とその保護者達）が作ってくれたものす

ごいご馳走のランチを頂い 

たのだった。日本で教員と 

して働いていたときは体験 

したことがなかった「先生 

の日」。色々な形で感謝の 

想いを伝えていただき、こ 

ちらも嬉しくなった１週間だった。ただ、世界肥満率

第２位のパラオ。毎日のようにお菓子やらジュースを

生徒達からもらい、しっかり太った 1週間になってし

まったのであった…。         （ニーチェ） 

 

 


